
第１３期 大阪国際石油精製株式会社

百万円 百万円

133,363 124,352

（ 90,582 ） （ 116,038 ）

545 22,150

26,548 68,926

14,291 17,557

48,363 3

26 6,290

685 66

121 385

27

83

（ 42,781 ） 546

〔 41,253 〕

1,534 （ 8,314 ）

4,370 （固定） 2,062

2,967 6,233

10,313 18

14

383

20,162 9,011

1,508 （ 9,007 ）

〔 100 〕

〔 301 〕 〔 42,124 〕

36 9,900

264 32,224

〔 △ 33,217 〕

〔 1,225 〕 △ 33,217

1 △ 33,217

1,224 （ 4 ）

0 〔 4 〕

133,363 133,363

                     

そ の 他 の 投 資

借 地 権

ソ フ ト ウ ェ ア

繰 延 ヘ ッ ジ 損 益

資 産 合 計 負 債 お よ び 純 資 産 合 計

資 本 金

資 本 剰 余 金無 形 固 定 資 産

長 期 前 払 費 用

そ の 他 利 益 剰 余 金

評 価 ・ 換 算 差 額 等

繰 越 利 益 剰 余 金

資 本 準 備 金

投 資 そ の 他 の 資 産

利 益 剰 余 金

差 入 保 証 金

そ の 他 資 本 剰 余 金

株 主 資 本

構 築 物 繰 延 税 金 負 債

油 槽 修 繕 引 当 金

そ の 他 の 固 定 負 債機 械 装 置

車 両 運 搬 具

土 地

建 設 仮 勘 定

純 資 産 の 部

工 具 器 具 備 品

固 定 負 債

預 り 金

固 定 資 産 そ の 他 の 流 動 負 債

有 形 固 定 資 産

建 物

前 受 収 益

前 払 費 用 未 払 消 費 税 等

未 収 入 金 未 払 費 用

賞 与 引 当 金そ の 他 の 流 動 資 産

売 掛 金 短 期 借 入 金

製 品 未 払 金

原 材 料 お よ び 貯 蔵 品 未 払 法 人 税 等

資 産 の 部 負 債 の 部

流 動 資 産 流 動 負 債

現 金 預 金 買 掛 金

貸　　 借　　 対　　 照　　 表
（２０２３年３月３１日 現在）

科         目 金          額 科         目 金          額



第１３期 大阪国際石油精製株式会社

百万円 百万円

601,511  

581,757  

19,754  

500  

19,253  

2  

1,030  

89  1,121  

526  

3  529  

19,845  

4  4  

19,840  

3  

△ 3,079  

22,916  

法 人 税 等 調 整 額

当 期 純 利 益

税 引 前 当 期 純 利 益

法人税、住民税および事業税

固 定 資 産 除 却 損

特 別 損 失

為 替 差 益

雑 収 入

営 業 外 費 用

支 払 利 息

雑 損 失

経 常 利 益

資 産 賃 貸 収 入

損　　益　　計　　算　　書

自  ２０２２年　４月　１日

至  ２０２３年　３月３１日

売 上 高

売 上 原 価

売 上 総 利 益

販 売 費 お よ び 一 般 管 理 費

営 業 利 益

営 業 外 収 益



個別注記表

（１）資産の評価基準および評価方法

　①デリバティブ取引により生じる正味の債権および債務の評価基準および評価方法

　　　時価法を採用しております。

　②たな卸資産の評価基準および評価方法

　　　製品および原材料については総平均法、貯蔵品について移動平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の

　　低下に基づく簿価切下げの方法により算定）を採用しております。なお、各勘定に含まれる未着原材料については、

　　個別法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）を採用しております。

（２）固定資産の減価償却の方法

　①有形固定資産

（リース資産を除く） 建物 15～50年　

構築物  7～50年　

油槽 10～15年　

機械装置  4～17年　

　②無形固定資産 　定額法を採用しております。

（リース資産を除く） 　なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づく

定額法を採用しております。

　③長期前払費用 　均等償却によっております。

（３）引当金の計上基準

　①賞与引当金　 従業員に対する賞与の支払に備えるため、支給見込額のうち当事業年度に負担すべき額を

計上しております。

　②修繕引当金 　将来の修繕費用の支出に備えるため、消防法により定期開放点検が義務づけられた油槽

に係る点検修理費用および製油所の機械装置に係る定期点検費用等を期間配分し、当事業

年度に対応する額を計上しております。

（４）収益及び費用の計上基準

　　当社は、原油を精製した後の石油製品の販売を主な事業とし、これらの製品を取り扱っています。これらの製品の販

　売については、製品の受渡時点において、顧客が製品に対する支配を獲得、履行義務（製品の受渡）が充足されると判

　断していることから、製品の受渡時点で収益を認識しております。

　　なお、製品の販売のうち、当社が代理人に該当すると判断したものについては、当該対価の総額から第三者に対する

　支払額を差し引いた純額を収益として認識しております。

（５）その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項

　ヘッジ会計の方法

　　　繰延ヘッジ処理を採用しております。なお、為替予約については振当処理の要件を満たしている場合は振当処理を

　　採用しております。

　　当社が過年度に行った千葉製油所事業に関する吸収分割の会計処理において、建設仮勘定及びその他資本剰余金

　198百万円が過大に計上されており、誤謬の訂正を行いました。なお、当該過年度の誤謬の訂正は、当事業年度の

　期首の建設仮勘定及びその他資本剰余金198百万円の減少としてそれぞれの帳簿価格に反映いたしました。

　繰延税金資産は、将来減算一時差異および繰越欠損金を利用できる課税所得が生じる可能性が高い範囲内で金額を

算定します。将来の課税所得の生じる時期および金額は、原油価格等の仮定を含めた、経営者が承認した事業計画に

基づいて見積ります。

　これにより、当事業年度末、繰延税金資産として計上した金額は3,079百万円です。課税所得が生じる時期および

金額は、将来の不確実な経済状況の変化によって影響を受けることから、実際に生じた時期および金額が見積りと

異なった場合は、それに伴い利用可能な繰延税金資産の金額も変動し、その結果、計算書類に重要な影響を与える

可能性があります。

１．重要な会計方針に係る事項に関する注記

　定額法を採用しております。なお、主な耐用年数は以下のとおりです。

２．誤謬の訂正に関する注記

３．重要な会計上の見積りに関する注記



（１）有形固定資産の減価償却累計額 百万円

（２）関係会社に対する金銭債権および金銭債務

　　　（ア）　①金銭債権

　　短期金銭債権 百万円

　　　（ア）　②金銭債務

　　短期金銭債務 百万円

（１）関係会社との取引高

①営業取引

　売上高 百万円

　仕入高 百万円

　一般管理費 百万円

②営業取引以外の取引 百万円

当事業年度の末日における発行済株式の数

普通株式 株

繰延税金資産および繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

　　繰延税金資産

　　　繰越欠損金 百万円

　　　修繕引当金 百万円

　　　賞与引当金 百万円

　　　その他 百万円

　　繰延税金資産小計 百万円

評価性引当額 百万円

　　繰延税金資産合計 百万円

　　繰延税金負債

　　　土地評価差額金 百万円

　　　その他 百万円

　　繰延税金負債合計 百万円

3,079

5,139

６．株主資本等変動計算書に関する注記

10,001

７．税効果会計に関する注記

2,125

131

6,269

４．貸借対照表に関する注記

181,135

23,274

91,673

162

8,689

△ 5,610

５．損益計算書に関する注記

348,454

547,185

410

526

2

5,141



８．金融商品に関する注記

（１）金融商品の状況に関する事項

　当社は、両出資会社からの借入により資金を調達しております。借入金の使途は運転資金であります。

　売掛金は両出資会社を含む関連当事者に対する売掛金であり、信用リスクは極めて低いと認識しております。

　デリバティブは、為替の変動リスクを回避するために実需の範囲内で利用しており、投機的な取引は行わない方針で

　あります。

（２）金融商品の時価等に関する事項ならびにデリバティブ取引に関する事項

　2023年3月31日における貸借対照表計上額、時価およびこれらの差額については、次のとおりであります。

（単位：百万円）

①売掛金

②買掛金

③未払金

④未払消費税等

⑤短期借入金

⑥デリバティブ取引(*2)

ヘッジ会計が適用されているもの(*3)

(*1)負債に計上されているものについては、（　）で示しております。

(*2)デリバティブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示しております。

(*3)為替予約の振当処理によるものは当該対象の時価に含めて記載しております。

（注１）金融商品の時価の算定方式ならびにデリバティブ取引に関する事項

　 ①売掛金

　　短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっております。

 　②買掛金③未払金 ④未払消費税等 ⑤短期借入金

　　短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっております。

 　⑥デリバティブ取引

　　ヘッジ会計が適用されているもの

　　　時価については、取引先金融機関等から提示された為替相場に基づいて算定しております。

　　　ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引について、ヘッジ会計の方法ごとの決算日における契約額または契約

　　において定められた元本相当額等は、次のとおりであります。

（単位：百万円）

為替予約取引

売建

米ドル (*1)

買建

米ドル (*1)

(*1)為替予約等の振当処理によるものは、ヘッジ対象としている買掛金と一体として

　　処理しているため、その時価は当該対象の時価に含めて記載しております。

26,548 26,548 －

(22,150) (22,150) －

貸借対照表計上額(*1) 時価(*1) 差額

(68,926) (68,926) －

6 6 －

(17,557) (17,557) －

(6,290) (6,290)

－

為替予約等
の振当処理

3,756 －

22,735

区分
デリバティブ
取引の種類等

主なヘッジ
対象

契約額
契約額
のうち
１年超

時価

買掛金

売掛金



　　　親会社及び法人主要株主等

百万円 百万円

　　　兄弟会社等

百万円 百万円

その他の関係会社（中国石油国際事業日本（株））の属するChina National Petroleum Corporationグループ系列の会社

取引条件および取引条件の決定方針等
(*1) 製品の販売については、市場価格を勘案して価格を決定しております。

(*2) 原油・原材料の仕入については、市場価格を勘案して価格を決定しております。

(*3) 資金の借入については、市場金利を勘案して利率を合理的に決定しております。

(*4) 当社の未払揮発油税の延納分に対してＥＮＥＯＳ（株）より担保提供を受けております。

（１）１株当たり純資産額 円 銭

（２）１株当たり当期純利益 円 銭

該当事項なし

 売掛金 17,619 

 原油・原材料等の
仕入(*2)

65,906  買掛金 201 

親会社 ＥＮＥＯＳ㈱
被所有
直接51%

 当会社製品の販売
 原油・原材料等の仕入
 事業資金の借入
 役員の兼任

 製品の販売他(*1) 212,696 

 資金の借入(*3) 253,618  短期借入金 35,149 

 利息の支払(*3) 268 － －

 担保の受入(*4) 6,306 

 利息の支払(*3) 257 

－ －

その他の
関係会社

中国石油国際
事業日本㈱

被所有
直接49%

 当会社製品の販売
 原油の仕入
 事業資金の借入
 役員の兼任

 製品の販売(*1) 135,758 

 資金の借入(*3) 193,167  短期借入金 33,777 

 売掛金 5,418 

 原油の仕入(*2) 481,279  買掛金 21,948 

2,291,372 84

１１．重要な後発事象に関する注記

29,905 

科目 期末残高

その他の
関係会社の
兄弟会社

PetroChina
International
(Singapore)
Pte.,Ltd.

無  当会社製品の販売  製品の販売(*1) 222,303  売掛金 －

属性
会社等
の名称

議決権等
の所有

(被所有)
割合

関連当事者との
関係

取引の内容 取引金額

 売掛金 3,510 

※

１０．１株当たり情報に関する注記

901,054 87

その他の
関係会社の
兄弟会社

PetroChina
International
(HongKong)
Co.,Ltd.

無  当会社製品の販売  製品の販売(*1)

９．関連当事者との取引に関する注記

属性
会社等
の名称

議決権等
の所有

(被所有)
割合

関連当事者との
関係

取引の内容 取引金額 科目 期末残高

－ －


